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理想画としての《湖畔》、隠された萩の意味

崔 裕景
　はじめに

　「黒田君は肖像画家として最も傑出していたのは何人も否むことはなかろうと思ふ」、と久米桂一

郎は言った1。そのとおりに黒田の代表作品にしてもっとも愛されている作品は、1897年に照子夫人を

描いた肖像画《湖畔》　（図1）になっている。黒田はこの絵のほかに数多くの肖像画を残したが、そ

のほとんどは今では忘れられている。すでに1895年（明治28）に京都の第4回内国勧業博覧会に《朝

恩》を出品して、「裸体画論争」に巻き込まれ、さらにその後に描いた《智・感・情》でもその論争

を惹起した。一方、・《湖畔》の評判はなかなかよく、それが現代の黒田の名声をも支えることになっ

た。にもかかわらず、この作品の魅力や成立についての踏み込んだ研究があまりないのは残念であ

る。

　ところで、和歌の研究者三輪正胤氏から、照子夫人がもつ団扇に描かれた萩の花に意味がある旨を

教えていただいた。たしかに黒田は和歌を詠む家系に生まれ、自ら和歌の訓練に余念がなかったし、

フランスでの師ラファエル・コランは黒田に、日本のものを描いてくるように助言したという。この

関連において、本稿では、〈湖畔》における構図と萩を描いた団扇のモティーフについて検討してみ

たい。

　団扇に描かれた、萩と歌

　「湖で団扇をもって夕を涼む浴衣の婦人像」を描いた油彩画《湖畔》は、浮世絵などでも親しまれ

た日本的な納小心である。まさに日本的と言いたくなるものである。淡雅な青い色調でまとめられた

画面が醸しだす清涼感は、きわめて好感を与える。とくに団扇の萩は目立たないが、この絵に魅力を

そえている。萩は黒田の好きな題材であったことを、《湖畔》とともに第2回白馬会に出品された

《秋草》　（図2）が示している。その絵では画面いっぱいの萩の花の茂みの下で、和服の女性が萩の

花に触れ、着物の棲をとり、誰かが訪ねてくるのを待つかのように、絵の鑑賞者をみつめている。こ

の女性は秋のシンボルとして描かれているのであろう2。この絵について当時、「美人を主として秋草

と題するなどは、例の理想の念潜めるが故ならんか」と言われた3。萩の花は『万葉集』以来、秋の花

として和歌に詠まれたし、絵画でも大和絵や屏風絵や浮世絵を飾っている4。もちろん黒田は《白芙

蓉》や《夏》や《秋》で、萩以外の花も描き、花と人体を組み合わせているが、《湖畔》や《秋草》

の萩はとくに象徴的な意味をもっているように思われる。

　黒田は詩と絵についてこう書いた。「詩に詠ってあるといふ事によって、それ自身が感ずると感じ

ないとに無論よらうがさう云ふもの・、一向感覚なく済んだ事とが沢山ある、前に述べた名作によっ

て秋の感じを深くする場合もある、又佳い詩や何かを記憶して居る為に、思ひ掛けない寂しさが却っ

て好い感じを与へるといふ場合もある、大分其辺の関係は密着して、直接自然から私が得た感じばか

りではない」5。ここで黒田は「秋の感じ」について述べているが、ここでは秋の花としての萩を指し

ているのではないかと思われる。黒田の弟子であった森田多里も、黒田の作品は洋画画家として日本
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人の詩情をよく現わした最初の人であると述べている6。黒田の養父の黒田清綱は御歌所の長官であっ

たことも忘れてはならない。黒田は、フランス滞在中にも和歌にいそしんでいることを、ときにはま

じめに、ときには軽妙に報告している。母に対する手紙の中の挿絵入りの愛すべき報告とともに、父

宛の漢文体の手紙で和歌づくりを報告する精神にの和歌への関心の深さを見ることができる。のちに

黒田が風景画を描き、それに付けた題名が父親清綱の和歌と関連していることからみて、黒田と和歌

のむすびつきは見逃せないものである。

　この脈絡において、黒田の諸作品のモティーフを和歌の趣向で解釈できると考えられる。黒田はフ

ランス滞在中に、まだ生存していたヴィクトル・ユーゴーの詩を読むとともに、その死を母親に書き

送ったばかりか、古代ローマの詩人ウェルギリウスの詩も読んでいたし、この詩人の詩集は枕元に置

いていたほどである7。黒田は、拙いながらも自ら和歌を詠んでいたし、その意味も理解していたので、

西欧の詩歌へそそぐ目も充分あったのである。黒田はこの詩歌の分野においても東西の懸け橋となっ

ていたと言える。したがって黒田が《湖畔》において萩を描いた理由の一端に和歌の趣向と深くむす

びついたものを見出せるであろう。黒田清輝には萩の花についての和歌は見いだしえないが、父の清

綱はその花についてつぎのような和歌を残している8。

〈萩〉　さをしかの朝立つ野辺に打ちなびき　ひとむらさけり秋景のはな

〈萩露落〉妻こふる鹿の涙やまじるらん　夕露しげしまのの萩原

く水辺萩〉さおしかのふみしだきてやわたりけん　三河の小萩散りて直るる

　ここで「鹿」は恋人を表している。したがって、《湖畔》や《秋草》において萩の花が描かれるの

は、恋人を待つ情緒を表現していると読み取ることができる。黒田はそれを「思ひ掛けない寂しさが

却って好い感じを与へる」と述べたように、「寂しさ」というイデアを表すモティーフとして使った

と思われる。黒田はこのころ、「理想画」を描くことを目標にしていた。黒田が和歌の趣向を踏まえ

て、秋のイデアを追求していたと理解できよう。こうして7月中旬ころに描かれた照子夫人が手にし

た団扇の萩は、恋心を現わすものとしてシンボリックに描かれたのである9。

　《湖畔》とジャポニズム

　この和歌への傾斜は黒田の日本的な教養が生み出したものと推測できるが、《湖畔》の意味はそれ

だけで汲み尽くせるものではない。そこにはジャポニズムの問題が潜んでいる。ジャポニズムは風俗

画的な要素が強い。そのために、高階秀爾氏は《湖畔》について「黒田は理念・や構図に基づいて画面

を作り上げるというやりかたではなく、まったくスケッチと同じ方法で作品を完成させている」と述

べ、構想画を代表する《昔語り》や《智・感・情》に対して、《湖畔》は「身辺雑記」的自然描写で

あると評価するユ。。田中英道氏はもっとあっさりと、「名作と言われている《湖畔》は非常に平凡な作

品で、構図的には右の湖畔が空きすぎ、人物の表情もあいまいである」と述べる11。一見するとたし

かに《湖畔》は単純な作品に見えるだろう。もちろんこの絵を見直そうという動きもある。三輪英夫

氏は《湖畔》の即興良性に若干の疑問を呈している12。三輪氏も指摘しているように湖を背景に夕涼

みをする女性の構図はパリ滞在中に描かれた作品、《夏図（野遊び）》や《納涼婦人図》に見られる

のである。とくに、《納涼婦人図》の中央に団扇をもって後ろ姿で描かれた女性のポーズを反転させ

ると、《湖畔》の女性に重なってくる。また、団扇をもち川沿いで夕を涼む女性を描いた下絵が何枚
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か残っていて、それらが《湖畔》を思い起こさせるので、《湖畔》はこれらの一連の作品の延長線上

にあると考えることができよう。児島薫氏も「何らかの理念や感情を伝えることを理想とした様子を

うかがうことができよう」と新たな解釈の可能性を示唆している13。

　ところで《湖畔》は、1897年10月の第2回白馬会に《避暑》と題して発表された。しかし、1900年

（明治33）のパリ博覧会では《湖畔》の題で出品されたのである。この絵では、湖の対岸を背景にし、

幾分エキゾチックで端正な顔立の照子夫人が座っている。ゆえに《湖畔》という題よりも《避暑》が

ふさわしく感じられよう。黒田はこの絵については何も書き残していないが、黒田とともに箱根へ避

暑に行った照子夫人はこう語っている。

　「主人のいうままに、そのゆかたを着て、そのとき持っていたうちわをそのまま持って、湖畔に

積んである石の上にざぶとんを置いてすわりました主人は下絵を描かず、いきなりカンバスの上

に描いていました……約一カ月ぐらいか、かかったでしょうか。それでも「湖畔」は箱根で完成

していました」14

　黒田が最初からパリ出品を目指してこの絵を制作したかどうかはわからないが、この回想は夫人の

浴衣姿や団扇やポーズが意識されたものであったことを物語る。

　水辺での夕涼みであることや、モデルの服装が夕涼みに似合う姿であることから、この絵が風俗画・

と見なされたのも当然である15。たしかに、水辺の憩いは、マネの《アルジャントゥイユ》（1874）、

モネの《トルーヴィル海辺》　（1870）、スーラの《ラ・グランド・ジャット島の日曜日の午後》

（1884－85）に見られるように、当時のフランス画家たちが好んだテーマであった。

　湖を背景にした女性図は、黒田にとっても、グレー時代以来の重要なモティーフであった。ここで

注目すべきは黒田に画家になるように勧めた山本芳翠との関連である。黒田は林忠正と芳翠を通じて

ホイッスラーを知っていた。このホイッスラーは英国において、浮世絵を手本にして納涼図を描きは

じめていて、彼の影響がマネなどに飛び製したと思われることである。芳翠との関連においても、黒

田がホイッスラー的なジャポニズムの納涼図に関心を示すのは当然である。しかし1893年にフランス

において《夏図（野遊び）》や《納涼婦人図》16を展覧会に出品して落選した。この展覧会にはゴー

ギャンの絵や、スーラーの《ラ・グランド・ジャット島の日曜日の午後》の絵が展示されていたこと

も重要であろう。帰国した黒田はこの作品の構図をふたたびとりあげて《湖畔》に着手したと見てい

いだろう。《納涼婦人図》の中央の団扇をもつ女性のポーズを反転させると《湖畔》の女性に重なる。

団扇をもち川沿いで夕を涼む女性を描いた下絵も何枚か残っていて、それらが《湖畔》に連なってい

る。《湖畔》はこれらの作品の延長線上で描かれたものであり、《湖畔》はパリ時代からの長年の研

究が生み出した作品である。

　この作品が発表されると、森鴎外と久米桂一郎が編集した雑誌『美術評論』1アはただちに《湖畔》

の批評文を掲載した。意見は好評と不評に分かれた。「人物が何となくモデル臭みが脱けない。何気

なく涼んで居るらしくは見えなくて、篤眞を撮らせるやうな構へがある」、「世間には兎角此人物を下

品だなどといふ者があるが、それは髪の結ひ方のぞんざいな虜に計り眼がついて、書の調子なんかを

考へる気がないから」、「西洋臭い御面相に感心しない」などを不満の原因として揚げた。たしかに、

この作品は夏の風物に似合う浴衣姿で夕涼みをしている瞬間を表現しているが、人物のしっかりした

骨格の顔立ちが、どこか不自然で堅苦しさが見える。一方、久米桂一郎は「この書は今度の白馬會に
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出した作者の出品中、最も善きものの一つだ。題を避暑と云ふ庭から議論が出たが……仮に『ろの八』

と云ふ番號にして納涼と云ふ意味もなくして見給へ。水の色から衣服の色、殊に遠景の虎などは實に

申し分なしだ。」18と発言している。久米はこの絵を怠る際に、納涼（避暑）であることや、モデルが

黒田の妻子であることを忘れることを訴えている19。

　一方、団扇をもった女性のこの絵が「写真を撮らせるような構えがある」という先の批評はまこと

に興味深い。なぜなら、この絵が写真を使って描かれただろうことを暗示しているからである。印象

派の人々は写真を使って絵を描いていただろうし、また黒田も美術書にある絵の写真を参考にしてい

たからである。黒田が照子夫人の写真を見ながら描いたかどうかはわからないが、しかし「構えがあ

る」という批評は、別の視点を導きだしてくれる。

　モナ・リザとしての《湖畔》

　《湖畔》の照子夫人は端正な顔立と座った姿勢において、完全というわけではないが、レオナルド

の名作《モナ・リザ》のタイプに相似通っている。まさに「構え」ている。黒田は画学生の時に《モ

ナ・リザ》で有名なルーヴル美術館に頻繁に模写をしにでかけていた20。この作品そのものの模写は残

ってはいないが、1886年には《モナ・リザ》に似せて描かれた貴夫人の肖像画（図3）の模写が東京

文化財研究所に残されている。それがく湖畔》で照子夫人をモナ・リザ風美人に描いた証拠の一つと

なる。黒田はセンブラントの《羽根帽子をかぶった自画像》を1889年にハーグ美術館で模写したこと

からわかるように21、肖像画になみなみならぬ関心をよせていた。その関心は、《湖畔》と同じ年に

描かれたく婦人像》　（図4）となっている。それもまた照子夫人をモデルにして描かれた22。《婦人

図》のモデルは紫の着物を着、両腕を組んで正面を見つめていて、しかも扇子を手にしている。この

腕の組み方は伝統的に肖像画でよく使われる方法である。その絵の制作経緯を知る手がかりはほとん

どないが、茶色の壁面を背後にして正面向きの女性が窓の手摺りのようなものに両手を置き扇子をも

つ構図は、レンブラントが1641年に描いた女性の肖像画《アガタ・バス》　（図5）を想起させる23。

《湖畔》には半円型の額縁のような線が描かれている。これはレンブラントの《アガタ・バス》に残

されている額縁の痕跡を黒田がとくに真似したものと考えられる。これは二つの作品を結びつける重

要な鍵となるものである。

　黒田は西洋美術における理想的な女性の肖像画《モナ・リザ》をなぞりながら《湖畔》を描き、レ

ンブラントの肖像画にならい正面向きのく婦人図》を制作した。黒田はそのようないくつもの肖像画

の描き方を習得していた。《湖畔》は日本女性を《モナ・リザ》のように堂々とした姿勢で描き出す

ことに成功した作品とも言えるだろう。まさに、これらの作品は日本にさまざまな西洋絵画の肖像画

の伝統を持ち込もうとした黒田の意気込みを示している。

　しかし黒田はく湖畔》において古い肖像画の伝統を示すことだけに関心があったとは思われない。

なぜなら、彼は日本において理想画を描こうと思っていたのであり、《湖畔》もまた、《昔語り》や

《智・感・情》とともに、そのような理想画であったと思われるからである。黒田は「嘲る考へを一

つに纏めて顕はすと云ふ事が西洋画の最も特徴である」と言った24。理想画の範はシャヴァンヌであ

った。したがって黒田の帰朝直後の絵画はシャヴァンヌの絵画との関連において見る時にもっともよ

く理解できる。黒田は帰国直前の1893年に一度だけシャヴァンヌから教えをうけたことがある。その

年にこの巨匠は寓意画《ノルマンディ》（図6）を描いていたのである。《ノルマンディ》は1893年

でのパリ及び、翌年のニーヨークでのヂュラン＝デュエルでの個展に展示されたが、1893年6月中旬
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にフランスを去った黒田がその絵を見る機会はあったものと考えられる。あるいは3月にシャヴァン

ヌを訪れたとき、その絵を見ていた可能性もある茄。《ノルマンディ》はフランス各地を女性を寓意

として描いた一連の作品のひとつで、ノルマンディ地方の寓意である26。黒田が言う理想画であった。

この女性は民族衣装を着て、横向きの姿で花の枝を手にもっている。その花は中央に描かれ、満開し

た木の枝である。まさに黒田の《湖畔》に近い雰囲気をもっていて、《湖畔》もまた箱根の寓意画で

はなかったかと思わせるのである。この絵は背景には崖と海が描かれていて、また、画面の中央には

満開した桜か桃の花のようなピンクの花が、地面には蘭の花が描かれている。広重の浮世絵を思わせ

る構図であり、そこに牛が描かれていることからも、ゴーギャンの絵を想起させる。この絵はおそら

くゴーギャンとシャヴァンヌの《ノルマンディ》むすびつきを深めた作品であっただろう。

　さらにこの絵に加えて、シャヴァンヌの《希望》との関連も考えられる。1889年のデュランーデュ

エルでのシャヴァンヌの個展に展示されていた《希望》は、着衣と裸体の2枚の作品で、着衣の《希

望》は白いドレスを着、オリーブの花を手にもっている。その花は平和のシンボルである27。なぜな

ら、この絵の遠景には丘が広がり、そこに共同墓地と木の十字架がたくさん描かれているからである。

それらは1870－71年のフランスとプロイセンとの間で勃発した普仏戦争による破壊、廃虚となった様

を現している。そして、真っ白いドレスを着た清らかな姿の少女は破壊から回復するフランスの新し

い理想を表現している28。これらの作品より以前に2枚の油絵、《気球》　（1870）と《鳩の運び》

（1871）はともにひとつの意味をなしている。〈気球》はプロイセンの攻撃を避けて気球に乗ってパ

リを去るカンベッターを描いたものであり、《鳩の運び》は鳩をもつ女性がプロイセンを現わすワシ

の攻撃にノーのサインをしている場面を描いたものである。これらもプロイセン軍がフランスに侵攻

する場面を象徴的に描いた作品で、包囲されたパリの状態を表現している29。それらの作品の後で

《希望》は描かれた。その《希望》は全体的な構図、腕の形において《湖畔》への影響を窺わせる。

　シャヴァンヌはウェルギリウスの詩にその根拠を求めていたと言われる30。黒田もまた、そのよう

な典拠のひきかたにおいて和歌に題材を求めて、日本的な寓意画を作り上げようとしていたのではな

いだろうか。

　結　び

　《湖畔》が今日も愛され続けるのは、見る人にさまざまな観方を許すからである。マネやモネがジ

ャポニズムの肖像画を描いたように、黒田も帰国後、浴衣で納涼する照子夫人の肖像画を描いた。こ

の作品で黒田は日本に新しい寓意的な肖像画を作り上げようとしたのである31。黒田はこの作品に肖

像画の伝統とともに、和歌の世界の四季と恋心を込めたのであろう。それは《湖畔》が《昔語り》と

《智・感・情》と同時期に描かれたことや、パリ博覧会に出品されたことから、風俗画を超えた、

「理想画」として描かれたことを示していると見るべきであろう。
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（図1）黒田清輝、《湖畔》　（1897）、

　東京文化財研究所

（図2）黒田清輝、《秋草》　（1897）、岩

崎美術館

（図3）黒田清輝、《模写1》　（1886年）、

　東京文化財研究所
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（図4）黒田清輝、

岡市美術館

《婦人図》　（1897）、福

（図5）「レンブラントの《アガタ・バス》

　を鑑賞する人」（1801）

（図6）ピュヴィス・ド・シャヴァンヌ、

　《ノルマンディ》　（1893）、個人蔵


